
毎年 11月は「過労死等防止啓発月間」です。 

 

 みなさん，お仕事お疲れ

様です。ただ，疲れがたま

っていませんか？ おそら

く聞いたことがある，ある

いはもしかしたら身近に感

じている方もいらっしゃる

かもしれません。今回のお

話は「過労死等」について

です。 

 「過労死等」とは，業務に

おける過重な負荷による脳

血管疾患・心臓疾患を原因

とする死亡，業務における

強い心理的負荷による精神

障害を原因とする自殺によ

る死亡，加えて，死亡には至らないが、これらの脳血管疾患・心臓疾患、精神障害のこと

をいいます。  

 右上のグラフのとおり，精神障害に係る労災認定件数は増加傾向にあり，2021 年度は

629件となっています。脳・心臓疾患に係る労災認定件数は徐々に減少する傾向にはあり

ますが，それでも 2021年度に 172件が認定されています。 

 また，宇都宮監督署にも過重労働に関する相談や情報が多く寄せられています。「夫の

帰りが毎日遅く，休日出勤も続いている。そのうち倒れるのではないか」「上司のパワハ

ラが酷い。もう限界だ」といった切実な相談も珍しいものではありません。 

 働くことにより，健康や生活が

損なわれてしまうということはあ

ってはならないことです。また，

「過労死等」は本人やご家族だけ

ではなく，職場や社会にとっても

大きな損失となります。 

 過労死等の原因の一つである長

時間労働を削減して仕事と生活の

調和（ワーク・ライフ・バランス）

を図ることや健康維持に努めるこ

とに加え，良好な職場環境・職場

風土を作って心理的負荷を軽減し

ていくことが重要となっています。 
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